
度のII圃面から最も効率的であるかを検村するのがテーマである。なお，現地調査に際し，直径は根張

りのない林木は地上高1.3 m, 恨振りのある林木では根張りの上部0.3mを測定する。樹高は利用可

能樹店である。また，ii径50cm以上が収穫対象林木， 35~49 cmの林木は 30年後の伐期対象林木と

して取り扱う。

（脹題 Study on analysis of forest inventory system, 要訳・増谷利博）

14．タイの林業の紹介

九大農 CHAINARONG 8THONNOPABUTR 

チャイナロン・ソートンノパプ
タイ国留学生，院生

＊はじめに

タイは東南アジアのインドシナ半島にあり，約5,140万taの出i禎を有する。タイの人口は急速に増

加している。 1977年の中期では 4,404万人と推定され， 1976年に対する増加の割合は 2.696で

ある。国の経済は堅実に発股しており， とりわけ農林水産業がその桔盤である。それらの産業は国内

総生産の約38%をホしている。林業では，丸太，製材品，家具とタイの伝統的工芸品， これらはすべ

＇ てチークであり．チークの輸出は全輸出の119るだったが，木材の輸入が徐々に増すにしたがってチー

クの輸出は従来の40％に滅少した。木材輸出の減少は，耕地の急速な伸張にともなう森林面栢の減少と

しで説明される。 1974年には森林面栢は 52.63 96から 38.61 Slるになり，実質13年で14.02 96の減少

である。現在の森林面秘は全国士面栢の 25~80％と推定されている。

＊森林資源

クイは地理的に 5つの地区，すなわら北西高原地区，北西地区 (Korat高原），中央地区

(Chao Praya平原），南東地区 (Chantaburi地方）， そして南地区（半島部）に別けられ．

政策的には72の地方に区分されている。タイのほとんどのチークの林は北西高原地区にあり，常緑林

は普通南東地区と南部地区全体にまたがっている。

森林型…•••タイの森林は大きく 2 つのカテゴリー，すなわち常緑樹林と落葉樹林に分けることがで

きる。

a)常緑樹林

a-1)熱帯常緑樹林

a-1-1)熱帯降雨林

a-1-2) 乾性または半常緑樹林

a-1-3) 丘陵または低山地林
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a-2)結実林

a-3)沼地林

a-4) 海岸林

b) 落葉樹林

b-1) 混合落葉樹林

b-2) 乾性落葉フタパガキ科林

b-3) サパンナ林

基礎渦査データ•…••森林資源の最初の調査は 1956~1966 年， FAOの専門家Loetschの指導の

もとに王室林野局 (Royal Forest Dt>partment)によって実行された。 2回目の調査は 1968

年にスタートして1975年までの計画であったが，その結果は未だ公表されていない。国全体では，常

緑樹林は約 1100万位あり， DBHが30cm以上のものでは，裕禎は6t&6000万成で，1,,a当りでは約60吋，

連年生廂i.itは1600万吋である。この他に， 13.4万しの松林， 48.8ガ“の雑木林， 36.99ガ位のマ

ングロープ林，そして 7.'-l万1,,aの沼地林も存在する。混合落葉樹林は600万位以ドで，その 2/3以

上は北部地区にあり，せいぜい100万l,,aが北東地区にある。 乾性フタパガキ科林は100万1,,aが{f在

していると推定されている。すべての地区で森林面栢を加えてみると，北部地区が1100万位少々とい

う般大の面肱つまり全森林面積の約409るを占めている。それにつづいて 800Jj l,,aを持つ北西地区，

400万しを持つ中央地区（東部も含む），そして 300万なの森林を持つ南部地区とつづく。

森林利HI……タイの森林は国有である。公文書によれば， 1977年のおわりまでに1468.29万ヽ aの面

積を国有保護林とし， 999.53万しは調査され，すでに分離されている。残りの102.85万laは保護，汁両で

調査されることになっている。森林は 4つ，すなわち木材，水， レクリェーション，そして野性生物

のために大きな役割をしている。国有林は流域保護をも含めて木材と水の両者のために経営されてい

る。およそ89.77万しの面積を示している 14の国立公園が作られている。 1977年までは18の野性生物

保護地区と， 12の禁猟区が野性生物の保護地として設定されている。

女森林経営

王室林野局，農林省，そして関連省庁がタイのすべての森林の経営の責務を持っている。

玄国の林業政策

タイ政府の政策（ 1960年に発表されたものによる）では，森林はいつも国民の福祉と利益のために

経営することだとしている。国の森林政策の公示は，まず第 1次国家経済発展計画 (1961~1966)

の中にみられる。その目的は，森林を 2500万A.a(全国土面積の約50彩）に制限することであった。

その後，人口が増加するにつれて，制限された森林は2000万A.aに改められ，そのうち 1000万んaは流域

保護林，残りは生産林に分けられた。森林を 2500万しに制限する目標は，後，第3次国家経済発展
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計画 (1972~1976)で追求された。

屈琳野）rか…•• E屯林野柚タイサーピス：はもともと北部の領主が所有していたチーク林を預っ

てつくられた。政府機関の近代化された機構は，まず1940年に導入され， 1942年から現在のシステ

ムが敷かれた。現在，機構は中央機関と地方機関から構成されている。

森林経営計画・・・・・森林の全域をカパーしている森林経営，it画，それは 857の計画であるが，毎年お

よそ 400J3ntの木材と木材燃料を供給することを1i的としている。森林経営計画には， 下記に示すよ

うに 7つの森林経営計両と 2次的な森林生産のためにつくられた 3つの経営計画がある。

1. チーク林経営計両， 62 

2. 長期利権のための他の木材森林経営計画， 304 

3. 地域のための森林または多目的森林糸` fi:t、it画， 122 

4. 鉄迎川森林経営計11lij, 14 

5. 亡業lli燃料木材の経＇i均，汁ihi, 10 

6. タパコ製造のための燃料木材の経営計仙i, 37 

7. マングロープ林経党計I!l1j, 308 

8. 海軍用の経営計画， 10 

9. Melanorrhorea レーズンの経営計画， 10 

10. ~の第の経営計画， 4 

＊木材利用産業

タイの木材利用産業は，次のように大きく 4つに分類できる。

1. 製材工業

製材品のかなりの凩は，個人使用と個人販売のために原始的な手鋸でもって補なわれている。

FAOによれば製材機の平均の大きさは小さく，それらの879クは 100馬力よりも小さく，それらのほ

とんどは古い機械を使っており， また能力を満すための十分な原料を保つことができない状態である。

2. 合板，ペニャ，修正材，家庭用具，木製調度家具をIt：：『市できる産業

これらの生産物のほとんどは輸出され，時々原料の供給がイ~,-分であるが，輸出は常に増加傾向に

ある。

3. 紙産業

紙工楊のほとんどは小規模で，それらは輸入された竹， ワラ，サトウキビの繊維，または幾種かの

草が混ったバルプを使って製紙を行っている。小さいエ鳩の多くは廃物紙を再利用している。現在，

主要な原料として軟材つまり天然と人工の松の両方を使う紙パルプ工場を作ることを考慮中である。

4. 木炭産業 一

木炭の生廂は小規模林家と零細工業にとっては直要なものである。木炭は町と村の両方で主要な調
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理lTJ燃料である。いろいろな木が木炭にされるが，最もよい物はマングローブ林のRizophora か

ら作られるものである。

＊教育と研究

林学教育……大学とそれ以上のレペルでのタイの林学の教育はカセサート大学の林学科でのみ行わ

れている。

一般のカリキュラム……タイの林学科の教育者団の大半は，アメリカの大学卒である。林学のカリ

キュラム． とくに学生の時はアメリカの林業学校のカリキュラムとよく似ている。 1年と 2年で，

自然科学，社会科学，そして人文学の一般教妥が必要とされる。したがって学生は，科学的な研究の

ための基礎となる埜礎科学の知識をもつにいたる。一方．人文学の知識により社会の歴史的．文化的．

そして災的見地を正しく判断することができるようになる。この段階て巻（科88単位とサマーキャンプ 4単

位が要求される。 3年， 4年では，学生は彼らの専攻を選ぷために彼らの指導教官と，話し合う。各内

攻は，その講座特有の中心的教科と指導教官によって選ばれた関連した教科を持つ。木材［学を除く

すべての専攻ではサマーキャンプが必修である。卒業生として必要な単位は，選んだ専攻にもよるが，

145~149単位の範囲である。修士の蚊低取得単位は36単位である。そのうら少なくとも 9単位が修

士論文の単位で，他に 24~27単位が必修， 9~12単位が選択である。また学生は規定を満すために

卒業課程の23単位以上をとらねばならない。タイにおける林学教育の目的は，林業の要求に応えるこ

とである。昔，その目的は「森林を正常化し，そして安定かつ効率的な状態に誘導すること」であっ

た。したがってその当時の教育は有能な森林レンジャーであるように学生を鍛えることであった。最

近では，現代の林学の知識にもとづき，森林の経営と木材生産の方向に変化している。林学出身者の

大半は王室林野局に入る。彼らはいろいろなレペル．すなわら県と地方の事務所での所長から一般に

は森林家という具合に，行政官，そして森林家のような地位を得ている。多くの人が F.I.O．とタイ

合板会社のような公社で働いている。幾人かは再植林のコンサルタントとして個人の農場で働いて

いる。また木材利用産業での生産管理者としても働いている。さらに幾人かは軍隊にも入っている。

今の林学の教育プログラムは大きく 3つの専攻に分けられる。

1. 森林資源経営専攻

a) 森林経営選科

b) 林分経営選科

C) 水資源経営選科

d) 自然生物経営選科

e) レクリェーション選科

f)造林選科

g)森林工学選科
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醐］燃料である。いろいろな木が木炭にされるが，最もよい物はマングローブ林のRizophora か

ら作られるものである。

＊教育と研究

林学教育……大学とそれ以上のレペルでのタイの林学の教育はカセサート大学の林学科でのみ行わ

れている。

一般のカリキュラム••…•タイの林学科の教育者団の大半は，アメリカの大学卒である。林学のカリ

キュラム． とくに学生の時はアメリカの林業学校のカリキュラムとよく似ている。 1年と 2年で，

自然科学，社会科学，そして人文学の一般教養が必要とされる。したがって学生は，科学的な研究の

ための基礎となる基礎科学の知識をもつにいたる。一方，人文学の知識により社会の脈史的，文化的．

そして美的見地を正しく判断することができるようになる。この段階て巻［科88単位とサマーキャンプ 4nt

位が要求される。 3年， 4年では，学生は彼らの専攻を選ぶために彼らの指導教官と話し合う。各専

攻は，その講座特有の中心的教科と指導教官によって選ばれた関連した教科を持つ。木材．［学を除く

すべての専攻ではサマーキャンプが必修である。卒業生として必要な単位は，選んだ専攻にもよるが，

145~149単位の範囲である。修士の最低取得単位は36単位である。そのうち少なくとも 9単位が修

士論文の単位で，他に 24~27単位が必修， 9~12単位が選択である。また学生は規定を満すために

卒業課程の23単位以上をとらねばならない。タイにおける林学教育の目的は，林業の要求に応えるこ

とである。昔，その目的は「森林を正常化し，そして安定かつ効率的な状態に誘導すること」であっ

た。したがってその当時の教育は有能な森林レンジャーであるように学生を鍛えることであった。最

近では，現代の林学の知識にもとづき，森林の経営と木材生産の方向に変化している。林学出身者の

大半は王室林野局に入る。彼らはいろいろなレペル．すなわら県と地方の事務所での所長から一般に

は森林家という具合に，行政官，そして森林家のような地位を得ている。多くの人が F.I.O．とタイ

合板会社のような公社で働いている。幾人かは再植林のコンサルタントとして個人の農場で働いて

いる。また木材利用産業での生産管理者としても働いている。さらに幾人かは軍隊にも入っている。

今の林学の教育プロゲラムは大きく 3つの専攻に分けられる。

1. 森林資源経営専攻

a) 森林経営選科

b) 林分経営選科

C) 水資源経営選科

d) 自然生物経営選科

e) レクリェーション選科

t')造林選科

g)森林工学選科
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2. 森林生物学専攻

3. 木材工学専攻

卒業の段階で，森林経営，造林，木材工学，水源林経営では修士が申し込まれる。林学に関連して

いる環境科学分野のようなプロゲラムもまたつくられている。

唸林業での研究

タイでは，研究は国立研究所，すなわち応用科学研究協会，王室林野局， カセサート大学の林学，

他の大学のようないろいろな機関と FAO, UNESCO, ESCAP, BIOTROP etc の国際機

関によって行われている。しかし研究は国の要求を十分に満すものではない。これは資金，人材，そ

して整理統合している機構が不足しているためである。森林経営の場では地位，蓄積，生長等の相互

作/IJを見出すための基礎資料も未だ不十分である。各種林木の造林についても研究されていない。造

林システム，山火事，害虫のような種々な力に影狸されたときの林木の相互作用も，各種の木材と木

材生産物の利用も，伐採，集材，製材，そして植栽の各段階での（乍業の経済性も十分には研究されて

いない。布要，供給，そして木材と森林生産の市場もはっきり知られていない。したがって国家森林

政策を決定するためのガイドとして不十分な点が少なくない状隙である。

（原題 Forestry in Thailand, 訳・吉田茂二郎）
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